



















2019 年は，冷戦終焉・ソ連崩壊のきっかけとなったベルリンの壁「開放」から 30 年だった。普
通「崩壊」と称されるものを，評者が敢えて「開放」と呼ぶ理由は，国際社会主義運動史研究を日
本で牽引してきた故・西川正雄教授の遺書ともいうべき名著『社会主義インターナショナルの群像
1914‐1923』（岩波書店，2007 年）を，社会思想史学会年報『社会思想史研究』第 31 号（2007 年）で
書評する機会に記しておいた（http://netizen.html.xdomain.jp/nishikawa.html，最終閲覧 2019 年
12 月 4 日）。
その頃，ちょうどローザ・ルクセンブルグ国際会議で西川教授自身と同席し懇談する機会があり，




















































の不可欠の条件」とした視角，評者が紹介し提唱してきた 21 世紀 WSF の「差異の解放」「多様な運
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接点はないが，1953 年参院選では直接対決し，緑風会の佐藤が 29 万票の大量得票で当選，大沢は





























































　1994 年），『国境を越えるユートピア』（平凡社，2002 年），米軍 OSS 文書を使った『象徴天皇制の
起源』（平凡社，2005 年），NARA の機密解除文書の概要を紹介した「戦後米国の情報戦と 60 年安
保」（『年報　日本現代史』第 15 号，現代史料出版，2010 年），それらを史資料蒐集・活用マニュア
ルとしてまとめた本誌 670 号（2014 年 8 月）の講演記録「国際歴史探偵の 20 年─世界の歴史資
料館から」などで紹介し，日本の原発導入（加藤・井川編『原子力と冷戦』花伝社，2013 年），ゾル
ゲ事件研究（『ゾルゲ事件』平凡社新書，2014 年），関東軍 731 部隊研究（『「飽食した悪魔」の戦後』
花伝社，2017 年）等に応用してきた。社会党も共産党も含む 20 世紀日本社会主義の歴史から，「原
爆反対・原発推進の論理」を析出した『日本の社会主義』（岩波書店，2013 年）は，それらの総括で
もあった。















福家論文で有効に使われた MIS 文書とは，2000 年「日本帝国政府情報公開法」にもとづいて
公開された米国国立公文書館（NARA）の RG319（Records of the Army Staff）中の Counter In-
telligence Corps Collection（対敵諜報部隊文書，CIC/IRR）である。評者は，「ゾルゲ事件と伊藤 
律─ 歴史としての占領期共産党」という講演の覚書で，著者と同じ時期の日本共産党を扱っ
た（日露歴史研究センター『ゾルゲ事件外国語文献翻訳集』第 47 号，2016 年 8 月，http://netizen.





部の接触記録等を写真版で示し，「資料 6　米国国立公文書館所蔵 CIC/IRR 文書中の日本共産党・
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ゾルゲ事件関係ファイル」のリストを付しておいた。その約百人のリスト中に，「大沢久明ファイ
ル」（OSAWA Kyumei XA518949 Box.734）がある。










































大学在学中の 1973 年 4 月に発表され，おそらく著者は本書執筆では「反面教師」としたであろう，

















その 20 年後の 1992 年，すでに国際共産主義運動は瓦解し，日本共産党の依頼で中国の監獄に収









出したが，「正史」には反映されない（本誌 509 号，510 号，2001 年 4 月，5 月）。モスクワで発見し
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た 1922 年 9 月の日本共産党綱領の存在さえ，未だに無視されている（本誌 481 号，482 号，1998 年

















ある」として除名された（小樽商大『人文研究』第 119 輯，2010 年）。「占領下お茶の水女子大学の学
生運動」には，男性中心の勇ましい運動に振り回された，当時の自治委員長ら 3 人の女子学生の自







































（河西英通著『「社共合同」の時代─戦後革命運動史再考』同時代社，566 ＋ xvi 頁，定価 5,800 円
＋税）　　　　　
（かとう・てつろう　一橋大学名誉教授）
